
講演は、リハビリテーションにおける医学理念、口腔清掃の延長線上に摂食機能療法を展開していく

こと等についてご説明いただき、摂食機能障害の実態と対応方法、経口摂取を再開する４つの条件等を

教えていただきました。また、訪問診療の動機づけは診療所内から始まっているということから、自分

自身が患者さんの些細な変化に気付ける立場にあるということを改めて認識する機会となりました。

最後には「21世紀超高齢社会の健康観」についてお話いただき、心に残る講演となりました。

令和6年2月1日(木)午後6時30分より、歯科医療連携協力医

研修会をweb配信で開催しました。

「かかりつけ歯科医が実施する診療室を核にした在宅支援の

手技と考え方」をテーマに、日本大学歯学部摂食機能療法学

講座教授植田耕一郎先生にご講演いただきました。

研修会は、下重千恵子東京都歯科医師会担当理事の挨拶、

平林幹貴医療連携室委員長が司会進行を務め、30名の方々が

聴講して下さいました。
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参加者からの感想

平林幹貴
医療連携室委員長

とても勉強になりました。

先生ありがとうございました。

また研修会に参加しようと思います。

「リハビリテーション」に関して、

考え方が変わりました。

ありがとうございました。

講師： 植田耕一郎 教授



令和6年1月29日(月)午後6時30分より、障害者歯科機能連

携委員会が、web配信にて開催されました。湯澤伸好副会長

のご挨拶にはじまり、当センターの運営状況、医療連携実績

の報告後、委員長、副委員長の互選を行いました。委員長に

は、三澤壮太郎先生（板橋区歯科医師会）、副委員長には、

木村亮一先生（滝野川歯科医師会）と鈴木淳子先生（足立

区歯科医師会）が選出され、「地区口腔保健センターの診療

実態について」をテーマに協議を行いました。各地区担当の

先生方に事前アンケートを依頼し、初診患者を受け付ける際

の基準や訪問歯科診療の対象者や実施状況、訪問歯科診療が

困難な場合の対応等について活発な意見交換が行われました。

また、地区口腔保健センターの運営や診療上の課題につい

ては、歯科麻酔科医、協力医、歯科衛生士の人材確保が難し

いというご意見が多数出されていました。歯科衛生士への対

応として、歯科衛生士学校の学生を対象に歯科診療の見学を

実施している地区もありました。

当センターでは、今後も各地区の実情に合わせた医療連携

を進めて参りたいと考えております。

「連携だより」に関する問い合わせ：東京都立心身障害者口腔保健センター・医療連携室
TEL（03）3235-1141（代）/ FAX（03）3235-1144

障害者歯科機能連携委員会が開催されました

委員会配信風景（当センター研修室）

令和6年度 研修会案内について

前列左から
三澤壮太郎 委員長、重枝昭広 副所長、
湯澤伸好 東京都歯科医師会副会長、
下重千恵子 東京都歯科医師会担当理事

また、東京都歯科医師会の公式アプリ

「都歯研」からもお申込みいただけます。

「東京都歯科医師会誌PAPYRUS」

令和6年２月号に、当センターの研修会

一覧を同封いたしました。

研修内容の詳細につきましては、

センターホームページと合わせて

ご覧ください。

東京都歯科医師会誌
令和6年2月号
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